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　行政書士とくしま２０２５夏号をお読みいただきありがとうございます。₆月２７日に四国地方の梅雨明

けが発表されました。過去最も早い梅雨明けだそうです。梅雨明けしたとたん連日の猛暑で、熱中症

警戒アラートも発表される日があり、季節が一か月先に進んだかのようです。日本だけでなくヨーロッ

パでも猛暑が続いているようで、空調設備が普及していないところでの気温３５℃超えなんて想像した

だけで汗だくになりますね。夏は花火やフェス、高校野球等屋外のイベントもたくさんあるので、万

全の熱中症予防対策をして臨まないといけません。大阪万博も人気パビリオンは入るまでにかなりの

時間を要するみたいなので行かれる方はお気を付けください。最近、男性が日傘を差しているのを見

かけるようになりました。私は、ゴルフをプレーしたり観戦に行ったりするのですが、日傘は使った

ことはありません。使用している人に聞くと疲れが大分違うみたいなので、今年の夏は使用してみよ

うかと思います。末尾になりましたが、今回原稿をいただいた皆様、広告をいただいた各社の皆様に

は心より感謝を申し上げます。

（広報部員　大原 浩一朗）
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「行政書士とくしま」の広告を募集しております

　　表紙写真／「童学寺　まけまけ風鈴まつり」　提供者／楮本 あゆみ 氏
　四国別格二十霊場第 ２番札所である童学寺は、徳島県石井町にあり、藤の名所として知られています。春から夏に
かけては、願い事を書いた約1５００個の風鈴が、回廊を彩ります。祭りの名は、阿波弁で「あふれるほどの」を意味す
る「まけまけ」と「負けん負けん」をかけて名付けられ、魔除けの道具とされる風鐸が由来の風鈴をつるし、「あふれ
るほどの風鈴で困難に負けない」という意味がこめられています。
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　平素より本会の会務運営にご理解とご協力を賜り
厚くお礼申し上げます。去る ５ 月17日にザ・グラン
ドパレス徳島で行われた令和 ７ 年度定時総会におい
て、会長に再選されました松村和人でございます。
徳島県行政書士会は県民の皆様に様々な貢献をして
参りたいと考えておりますので、引き続きご指導、
ご鞭撻賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
　さて、本年 ６ 月 ６ 日に「行政書士法の一部を改正
する法律案」が成立しました。その要点を令和 ７ 年
６ 月 ６ 日付け日行連会長談話より一部抜粋してご紹
介いたします。

　今回の改正は、近時の行政書士制度を取り巻く状
況の変化を踏まえた次の 5 点の改正で、令和 8 年 1
月 1 日から施行されます。
　一点目は「行政書士の使命」です。行政書士法（昭
和26年法律第 4 号。以下「法」という。）第 1 条の
目的を使命に改め、「行政書士は、その業務を通じ
て、行政に関する手続の円滑な実施に寄与するとと
もに国民の利便に資し、もって国民の権利利益の実
現に資することを使命とするものとすること。」と
されました。
　二点目は「職責」です。新たに法第 1 条の 2 に職
責として、「①行政書士は、常に品位を保持し、業
務に関する法令及び実務に精通して、公正かつ誠実
にその業務を行わなければならないものとするこ
と。②行政書士は、その業務を行うに当たっては、
デジタル社会の進展を踏まえ、情報通信技術の活用
その他の取組を通じて、国民の利便の向上及び当該
業務の改善進歩を図るよう努めなければならないも
のとすること。」とされました。（省略）
　三点目は「特定行政書士の業務範囲の拡大」です。
法第 1 条の 4 第 1 項第 2 号の特定行政書士が行政庁
に対する行政不服申立ての手続について代理し、及
びその手続について官公署に提出する書類を作成す

ることができる範囲について、行政書士が「作成し
た」官公署に提出する書類に係る許認可等に関する
ものから、行政書士が「作成することができる」官
公署に提出する書類に係る許認可等に関するものに
拡大することとされました。（省略）
　四点目は「業務の制限規定の趣旨の明確化」です。
法第19条の行政書士又は行政書士法人でない者によ
る業務の制限規定に、「他人の依頼を受けいかなる
名目によるかを問わず報酬を得て」の文言を加え、
その趣旨が明確にされました。
　法第 1 条の 3 の「報酬を得て」とは、書類作成と
いう役務の提供に対する対価の支払いを受けること
ですが、この改正によって、「会費」等のいかなる
名目であっても「報酬」に該当することが明確にさ
れました。
　五点目は「両罰規定の整備」です。行政書士又は
行政書士法人でない者による業務の制限違反及び名
称の使用制限違反に対する罰則並びに行政書士法人
による義務違反に対する罰則について、両罰規定が
整備されました。
　この改正により、新たに行政書士又は行政書士法
人でない者による業務制限の違反（法第21条の 2 ）
及び名称の使用制限の違反（法第22条の 4 ）、行政
書士法人の帳簿の備付及び保存義務の違反並びに依
頼に応ずる義務の違反（法第23条第 2 項）、都道府
県知事による行政書士又は行政書士法人の事務所へ
の立ち入り検査を拒み、妨げ、又は忌避する違反

（法第23条の 2 第 2 号）の行為をしたときは、その
行為者を罰するほか、その法人又は人に対して各罰
金刑を科することとされました。（省略）
　今後、本会といたしましては、改正法の施行に向
けて会則等の整備を図るなど、必要な措置を講じて
まいります。
　今後とも国民の負託に応えられるよう行政書士制
度の更なる発展のために全力を尽くしてまいります
ので、引き続きご指導ご鞭撻を賜りますようお願い
申し上げます。

　徳島県行政書士会としましても、日行連と連携
し、会則等の整備を図るとともに、法令遵守につい
て広く周知していく所存です。
　皆様におかれましては、ご理解とご協力を賜りま
すよう宜しくお願い申し上げます。

徳島県行政書士会会長

松 村 和 人

会長就任のごあいさつ
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祝 辞

　本日、徳島県行政書士会の令和 7 年度定時総会が
開催されますことを、お慶び申し上げます。
　本県では、現在、300人を超える多くの行政書士
の皆様が御活躍されており、日々、県をはじめ「官
公署への提出書類」や「権利義務に関する書類」の
作成などを通じ、県民の皆様の「権利・利益の実現」
に貢献されております。
　また、徳島県行政書士会におかれましては、昨年
11月に「徳島県外国人雇用サポートセンター」を開
設いただき、県内企業・団体における外国人材の円
滑な受入れをサポートいただくなど、県内の人材確
保についても御協力いただいているところです。
　松村会長をはじめ、行政書士会の皆様の御尽力
に、この場をお借りして、深く敬意を表しますとと
もに、心から感謝を申し上げます。
　さて、去る ４ 月13日より大阪・関西万博が開幕
し、徳島パビリオンにも連日、世界中から多くの
方々に御来場いただいております。
　今まさに地方の正念場、「地方創生戦国時代」まっ
ただ中です。徳島に世界からの注目が集まるこの機
を捉え、
　若者をはじめ誰もが「ずっと居りたい」、
　一度離れても「いつも帰りたい」、
　国内外の方々が「みんな行きたい」
を目指し、持続可能な県勢発展に繋がる施策を重点
的に実施して参ります。
　具体的には、労働力不足の解消に向けた「持続的
な賃金引上げの促進」や、新たな地域商社「徳島県
産業国際化支援機構」を原動力とする「企業の海外
展開支援・輸出拡大」、本県こども施策の新たな道
しるべ、「徳島県こども計画」に基づく「こどもと
子育ての支援」など、「未来に引き継げる徳島」の

実現に向けて、積極的な施策を展開して参ります。
　こうした中、「行政手続のスペシャリスト」であ
る行政書士の皆様にも、様々な場面で御協力いただ
く必要が生じてくるものと考えております。
　皆様には、県民の「権利・利益の実現」のため、
なお一層、お力を発揮されますことを、御期待申し
上げます。
　結びに、徳島県行政書士会の更なる御発展と、御
参会の皆様の、今後益々の御健勝、御活躍を祈念申
し上げ、お祝いの言葉と致します。

祝　辞
徳島県知事　　後藤田 正純
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　この度の令和 7 年度徳島県行政書士会定時総会セ
レモニーの開催にあたり、心よりお祝い申し上げま
す。
　また、日頃より、松村会長をはじめ徳島県行政書
士会の会員の皆様には、日本行政書士会連合会の事
業運営に多大なるご理解とご協力を賜り、この場を
お借りしまして、厚く御礼申し上げます。
　近年は、阪神淡路大震災や東日本大震災、熊本地
震、能登半島地震、各地での台風や豪雨など、大規
模な自然災害が国民誰しもの身近で起こり得る状況
が続いています。
　本会では、こうした国難に行政書士として行うべ
き被災地支援を引き続き実施してまいります。昨年
9 月には、内閣府との間で、被災者や被災地自治体
の支援に関する連携協定を締結しました。これは士
業の全国団体としては初の事例です。今後とも大規
模災害の発生を想定した常時支援体制の確立・維持
を目指してまいりますので、会員の皆様の積極的な
ご協力をお願いいたします。
　さて、本会における現在の最大の課題は、かねて
よりご案内申し上げております「デジタル社会に機
能する行政書士法の改正」の実現です。
　デジタル社会が進展する中で、「誰一人取り残さ
れない」ことを目指し、デジタル上での真正性の担
保やなりすまし等の不正行為防止に向けて、行政書
士が申請から事後救済手続までを支援できること
が、極めて重要です。
　引き続き、皆様のご理解、ご協力をよろしくお願
いいたします。
　また、デジタル化対応に関しては、国が推進を図
るデジタル施策に対しても、行政手続きを担う国家
資格者として積極的に提言を発信し、取り組みを進
めてまいります。
　令和 5 年 9 月には、デジタル庁との間で連携協定
を締結しました。これに基づき、デジタル社会にお
いても国民が惑うことなく、等しく、行政サービス

を享受できるよう、申請者目線での各種申請システ
ムの構築や改善等に関し、関係省庁との連携を強化
してまいります。
　加えて、本会においては、デジタル庁の国家資格
等情報連携・活用システムとの資格情報の連携を念
頭に、本会のデジタル・トランスフォーメーション
の一環と位置付けた新会員管理システムの新規稼働
を進めています。近い将来、オンラインでの登録手
続も実現させるべく、引き続き取り組んでまいりま
す。
　このように、私たち行政書士が社会のデジタル化
に対応し、リードしていくためには、会員一人ひと
りにおいても、デジタル分野に関する知見を深めて
いく努力、自己研鑽が求められます。
　こうした姿勢が国民からの信頼を高めることにつ
ながり、行政書士の地位向上に直結していくものと
考えます。行政書士全体の更なる資質の向上にご理
解とご協力をよろしくお願いいたします。
　全国約 5 万 3 千人の行政書士は、地域的な偏在が
少なく、人口カバー率は99パーセントを超えていま
す。正に地域社会に密着した存在であり、それが、
行政書士の強みの一つとも言えます。こうした特性
を最大限生かしながら、今後とも国民に寄り添う街
の法律家としての使命を全うしてまいります。
　複雑多様化する社会にあって、行政書士に対する
期待は、今後さらに高まるものと確信しておりま
す。行政書士の使命、行政書士制度の目的を不断に
果たすべく、どうぞ皆様方におかれましては、引き
続きご理解、ご協力を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。
　結びとなりますが、徳島県行政書士会の益々のご
発展と会員の皆様のご健勝を祈念いたしまして、お
祝いのご挨拶とさせていただきます。

祝　辞
日本行政書士会連合会　会長　　常 住 　 豊（令和 7年 5月17日現在）
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祝 辞

　本日は、令和 7 年度徳島県行政書士会定時総会
が多くの皆さまのご参会の下、このように盛大に
開催されますことを心からお喜び申し上げます。
　松村会長さまはじめ、徳島県行政書士会の皆さ
まにおかれましては、日頃より地域住民と行政と
の橋渡し役として、市民生活の向上と公共の福祉
の増進にご尽力いただいていますことに深く敬意
を表しますとともに、心より感謝を申し上げま
す。
　また、会員の皆さまのご協力により実施してい
ます、暮らしの相談事業、行政書士相談におきま
しても、多くの市民の方のさまざまな問題の解決
に向けて適切なご助言をいただいていますこと
に、この場をお借りいたしまして、重ねて御礼を
申し上げます。
　さて、わが国が本格的な人口減少、少子高齢化
社会を迎える中、徳島市におきましても労働力不
足の深刻化、市民生活に影響を与える物価高騰
や、南海トラフ巨大地震といった自然災害リスク
の増大など、さまざまな課題が顕在化していま
す。さらに、空き家問題や高齢者を狙った特殊詐
欺の増加、急速な技術革新によるデジタル化への
対応、昨年からスタートしました相続登記の義務
化など、私たちの生活を取り巻く環境はめまぐる
しく変化しており、より地域に密着した丁寧な行
政サービスの提供が求められています。
　このような中、徳島市におきましては、社会情
勢の変化にスピード感を持って、柔軟かつ的確に
対応できるよう、本年 3 月に徳島市総合計画2025
を策定し、どなたもが自分らしく躍動し、誇りを
持って住み続けることができる、笑顔の絶えない
まちづくりに向けた取り組みを推進しているとこ
ろです。
　しかしながら、これらの取り組みにより高い効
果を発揮するためには、市民生活に欠かせない身
近な街の法律家として、また行政手続きの専門家
として、社会情勢の変化や複雑化、多様化する住
民ニーズに応え、サービス向上にご貢献いただい
ています皆さま方のお力添えが必要不可欠です。

皆さまにおかれましては、日々積み重ねられた豊
富な知識とご経験を十分に発揮していただき、徳
島市のまちづくりにより一層のご支援、ご協力を
賜りますようお願いを申し上げます。
　結びに、徳島県行政書士会の皆さまのさらなる
ご発展と、本日ご出席の皆さま方の今後ますます
のご健勝とご活躍を祈念しましてごあいさつとさ
せていただきます。

◇　◇　◇　◇　◇

　本日は徳島行政書士会定時総会にお招きいただ
き誠にありがとうございます。また、このように
盛大に開催されますことを心よりお喜び申し上げ
ます。
　松村会長はじめ、会員の皆さまにおかれまして
は、それぞれの地域で、地域住民に寄り添った形
で行政相談や、また行政への橋渡し業務にご活躍
されていますことに心から敬意と感謝を申し上げ
ます。
　皆さま、ご存じのように、小松島市は四国の玄
関口として交流人口も多く、栄えていました。し
かしながら、架橋時代となりフェリーの需要が減
少し撤退、それに伴い企業も撤退するなど、紆

う

余
よ

曲折を重ね、この40年間で人口が 1 万人、減って
おり、ピークは 4 万4,000人でしたが、現在は 3
万4,200人になってしまっています。
　さらに高齢化も全国より早いペースで進んでお
り、高齢化率も37.37％になっています。このよ
うなことから、人口減少に歯止めをかけるべく、
私は就任して 5 年間しっかりと、職員とともに課
題解決に向けて鋭意に取り組んでいるところで
す。
　一例を申し上げますと、小学校の再編事業や重
要なインフラ整備、ゴミ処理施設の建設にも取り
組んでいるところですが、どれも待ったなしの状
況です。先ほど会長がお話しになったように、公

祝　辞
徳島市長　　遠藤彰良

祝　辞
小松島市長　　中山俊雄
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務員は古いものをまだ着ており、改革ができな
い、改革を恐れる、そのようなことでは駄目だろ
う、市民の皆さんのニーズに応えるためにはス
ピード感が大事なのだということをしっかりと 5
年間言い続けており、それがだんだん浸透しつつ
あります。
　昨年 2 月には、中心地にあるSL記念広場にイ
ンクルーシブ遊具を設置しており、それ以降、市
内外から多くのお子さん連れが小松島市に訪れて
いただいています。さらに、すぐ隣にある図書館
と公園を一体化し、こかげテラスという場所も造
りました。
　これまで、小松島市は公園もなく行く所がない
という声をたくさん聞いており、まずは市民の皆
さまが老若男女問わず、ご家族連れで行ける場所
をしっかりとつくっていこうという思いがあっ
て、それが今、功を奏して、旧中心市街地や本港
地区が少しずつ、にぎわいを取り戻しつつあると
ころです。
　このようにまだ足りないところはたくさんあり
ますが、行政だけでは課題解決はできません。ぜ
ひともいろいろな関係団体、また、いろいろな
方々のお力添えを賜りまして、小松島市を少しで
も前に進めていきたいと存じますので、今後とも
皆さまのお力添えを賜りますようお願い申し上げ
ます。
　結びとなりますが、徳島県行政書士会のますま
すの発展と、本日ご参集の皆さま方のご健勝、ご
多幸を心よりご祈念申し上げまして、お祝いの言
葉とさせていただきます。

　いつもお招きいただきありがとうございます。
石井町長の小林です。本日は定時総会が盛大に開
催され、誠におめでとうございます。
　松村会長をはじめ、新役員の皆さま方、ご就任、
誠におめでとうございます。また、松村会長、役
職員の皆さま方、そして行政書士の先生方におか
れましては、今後ともご指導を賜りますようよろ
しくお願い申し上げます。
　さて、私は毎回お招きいただいていまして、皆
さま方の前でいろいろお話をさせていただいてい
ます。今回は 1 分以内でといただきましたので、
短くしゃべらせていただきます。
　前回の新年会の時に、農業委員会の書類が石井
町はまだPDFだというご指摘をいただきました。
言われてすぐ、担当課である農業委員会に指示を
出しており、現在はワードになっています。そう
した現場の先生方のお声というのが非常に大事で
す。役所には至らないところがたくさんあるかと
思いますが、先生方から様々なご指摘をいただき
ながら、より良いサービスを提供したいと思って
おります。今後ともお力添えを賜りますようどう
ぞよろしくお願いいたします。
　結びに当たりまして、本日お集まりの先生方
の、今後ますますのご活躍と、徳島県行政書士会
のさらなるご発展をご祈念申し上げまして、お祝
いのメッセージといたします。ありがとうござい
ました。

祝　辞
石井町長　　小林智仁
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祝 辞

　ただいまご紹介いただきました、総務省徳島行
政監視行政相談センター所長の高橋です。私は 4
月から徳島にやってまいりました。本日は令和 7
年度徳島県行政書士会定時総会が、このように盛
大に開催されますことを、心よりお喜び申し上げ
ます。
　松村会長はじめ、徳島県行政書士会の皆さまに
おかれましては、日頃から頼れる街の法律家とし
て、国民の皆さまと行政との絆として、国民の皆
さまの生活の向上と社会の繁栄、進歩にご貢献さ
れていることに、心から敬意を表します。
　私ども、総務省の行政相談においても、日頃の
行政機関の業務や手続き、サービスに関する困り
ごとの解決に向けて皆さま方のご理解、ご協力を
賜っています。この場をお借りして厚く御礼を申
し上げます。
　また、令和 6 年、能登半島地震におきましては、
総務省が設置した特別行政相談所に多くの行政書
士の皆さま方を派遣していただいた他、無料電話
相談の実施、あとは公費解体対象の家屋の所有者
の特定作業等にご参画いただきまして、被災者の
方々に寄り添った活動、非常に各方面で大きく評
価されています。重ねて厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年 6 月、国の防災基本計画が一部修正
されました。総務省の特別行政相談活動が、被災
者の方々に対する生活再建のための各種支援措置
の案内等に対応する活動として位置付けられまし
た。徳島県の地域防災計画にも、被災者の生活再
建等の支援の 1 つとして特別行政相談所の開設を
することが明記されています。
　現在、総務省では特別行政相談所の開設だけで
なく、被災者の方々の生活支援情報をまとめたガ
イドブックを作成し配布する活動にも取り組んで
います。最近では 3 月23日、愛媛県今治市で発生
しました林野火災の際にもガイドブックを作成し
て配布しています。
　平時から、徳島県、県内市町村、そして徳島県
行政書士会の皆さま方と情報共有に努めたいと考

えています。引き続きご協力、ご支援のほど、よ
ろしくお願い申し上げます。
　最後になりますけれども、徳島県行政書士会の
ますますのご発展と、皆さまのご健勝、ご活躍を
祈念申し上げお祝いのあいさつとさせていただき
ます。本日は誠におめでとうございます。

◇　◇　◇　◇　◇

　皆さま、こんにちは。徳島県議会議員の井川龍
二です。
　令和 7 年度徳島県行政書士会の定時総会という
ことで、本日は誠におめでとうございます。
　皆さまおっしゃられていましたが、本当に日本
全国、徳島もですが、少子高齢化という、本当に
人材不足が、人材というよりも人手不足です。そ
の中において皆さま方のような、行政との手続き
等のスペシャリストの皆さま方が本当にこれから
ますます必要になってくると思います。これから
も、皆さまのお力を、ますます、経済のためにも
頂戴したいと思います。
　最後になりますが、本日はこの総会のご盛会お
めでとうございます。行政書士会のますますのご
発展と、皆さまのご健勝を祈りまして私の言葉と
させていただきます。本日は誠におめでとうござ
いました。

祝　辞
総務省徳島行政監視行政相談センター所長

高橋慎治

祝　辞
徳島県議会議員　　井川龍二
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　ご紹介いただきました、徳島県議会議員の北島
一人です。
　本日は総会セレモニー、また懇親会にお招きい
ただきまして、誠にありがとうございます。
　先般、私は徳島県商工会壮青年部の部長をやっ
ていまして、いわゆる年齢が45歳から55歳までの
経営者の集まりです。その中で、事業承継の話が
出てきまして、15年前、約20年前にわれわれ、親
の世代から事業承継を受けた側が、今後は自分た
ちの子どもたちが20歳を超え就職し、というなか
で、子どもたちにどうやって引き継いでいくのか
をもっと勉強しなければいけないという話が出ま
した。
　そういった中で、事業承継でも非常に複雑であ
りますし、さまざまな届け出等々があります。そ
ういった中でやはり行政書士の皆さまからアドバ
イスをいただきながら、待ったなしなのですか
ら、スムーズに承継をしなければいけないところ
ですので、ぜひともそういった面で今後、徳島経
済を支えていくためにはやはり地方の中小、小規
模事業者が一番の力ですので、ぜひとも行政書士
さまの力をお借りしたい。また、お互い、地域経
済に発展をという目的で活動している団体ですの
で、タッグを組みまして、さらにこの徳島県のた
めに働いていただきたいと思っています。
　最後になりますけれども、徳島県行政書士会の
皆さまのますますのご繁栄と、そして共に徳島経
済のために頑張っていきましょうという決意を申
し上げさせていただきまして、ごあいさつとさせ
ていただきます。本日は誠におめでとうございま
す。

　皆さん、改めまして、こんにちは。ご紹介いた
だきました、徳島県議会議員の阿南選挙区選出の
仁木啓人です。
　本会令和 7 年度の定時総会が開催されまして、
無事終わりましたということで、先ほどごあいさ
つの中にもありましたが、本当におめでとうござ
います。
　皆さん方は街の身近な法律家ということです
が、われわれ議員は街の身近な相談屋です。この
関係の中におきまして非常に重要だと思ったの
は、やはりコロナの時でした。われわれが相談を
受けた際に、コロナの給付金であれ、何の補助金
であれですけれども、われわれは制度の中を調べ
ることはできますが、手続き関係まで踏み込んで
対処することはできませんでした。
　その際に、行政書士の皆さん方と手を取って
チームでやってきたところに 1 つ、住民の皆さん
の安心を得たという事実があります。当時は、私
が頼りにしたのは、個人的な感想ですけれども、
他の士業の方々がいらっしゃいますが、医者と行
政書士でした。
　ですから今後やはり南海トラフの地震、また、
今後の危機事象に際しても皆さん方とともにこの
難題をクリアしていきたいと思っていますので、
先ほど北島議員からもありましたが、今後、皆さ
ん方と、ご指導をいただきながら進めていきたい
と思っています。
　今後とも、ご指導をお願いいたしまして、私の
ごあいさつとさせていただきます。本日はおめで
とうございます。

祝　辞
徳島県議会議員　　北島一人

祝　辞
徳島県議会議員　　仁木啓人
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祝 辞

　皆さん、こんにちは。ただいまご紹介いただき
ました、徳島県議会議員の梶原一哉と申します。
本日は行政書士会の総会の開催、誠におめでとう
ございます。
　また、日頃は松村会長はじめ、会員の皆さまに
は大変お世話になっています。本当にありがとう
ございます。
　冒頭、松村会長からもお話がありましたけれど
も、最近は外国人労働者の方が大変増えました。
県内には約6,500人の外国人の方が働かれている
ということですけれども、その中でも昼間、一生
懸命に汗水垂らして働いて、そして夜は夜間中
学、（徳島県のしらさぎ中学という夜間中学があ
ります。）そちらのほうで一生懸命勉強をされて
いる方もおられます。
　先ほどもお話がありましたけれども、このたび
県の外国人雇用サポートセンターができまして、
行政書士の先生方に相談に乗っていただいていま

すので、ぜひとも、今後も外国人の皆さまが、安
心して勉強して働いてという体制づくりに取り組
んでいただけるように、心からお願いを申し上げ
まして、ごあいさつとさせていただきます。本日
はどうぞよろしくお願いします。
　ありがとうございます。

祝　辞
徳島県議会議員　　梶原一哉

▪来賓のご紹介

（徳島県知事 後藤田 正純様 代理）

　政策監 上田紘嗣様

（徳島市長 遠藤 彰良様 代理）

　第二副市長 瀬尾　守様

（徳島県土地家屋調査士会会長 西岡 健司様 代理）

　副会長 赤岩正敏様

（徳島県社会保険労務士会会長 土橋 秀美様 代理）

　副会長 髙木啓治様

真鍋法律事務所所長

　真鍋 直敬様
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　令和 ７ 年 ５ 月17日（土）午後 １ 時よりザ グラン
ドパレスにおいて、令和 ７ 年度徳島県行政書士会定
時総会が開催された。
　総会は楮本広報部長の司会で始まり、北條副会長
の「開会の辞」のあと、物故会員の冥福を祈り黙祷
を捧げた。
　続いて、松村会長のあいさつがあった。
　議事に移り、司会者から議長の選任について議場
に諮ったところ、司会者一任の声があがり、司会者
は、議長に美馬三好支部　藤岡正美会員を指名し、
藤岡氏は受諾した。
　議長は副議長に美馬三好支部　玉井百合子氏を指
名し、玉井氏はこれを受諾した。
　ここで議長から本総会の出席状況について、総構
成員324名のところ、出席者は199名（うち委任状
149名）であり、個人会員数の ２ 分の １ をこえる出
席があるので、本総会が有効に成立している旨の報
告があった。
　ついで、議長は、議事録署名人の指名を場内から
一任されたので、 ２ 名を指名し、両氏はこれを受諾
した。
　続いて、議案審議に移り、次の議案について審議、
採決を行った。

第 １号議案　令和 ６年度事業経過報告
　議長は執行部に対し第 １ 号議案の提案理由説
明を求め、松村会長による総括報告、続いて、
各部、委員会の担当役員による説明があった。
　第 １ 号議案に対する質問書の提出がなかった
ことから、議長は第 １ 号議案の審議終了を宣
し、採決を行い、賛成多数により原案どおり可
決承認された。
第 ２号議案　令和 ６年度収支決算及び監査報告

　賛成多数により原案どおり可決承認された。
第 ３号議案　徳島県行政書士会会則の一部改正案
について
　議長は、第 ３ 号議案については出席した個人
会員の ３ 分の ２ 以上の同意が必要となるため、
賛成者数の確認をした結果、出席者198名に対
して賛成195名（うち委任状147名）であり、出
席者の ３ 分の ２ 以上の同意があることから、原
案どおり可決承認された。

第 ４号議案　令和 ７年度事業計画案について
第 ５号議案　令和 ７年度収支予算案について

　賛成多数により原案どおり可決承認された。
第 ６号議案　役員の改選について

　議長より選挙管理委員会に対して選挙事務の
委託がなされた。川﨑浩選挙管理委員長より、
立候補届の提出があったのは松村和人会員のみ
であったため、無投票当選となったことが述べ
られ、川崎委員長より松村会員に対し、当選証
書が交付された。
　そして、川崎委員長より選挙事務の終了が告
げられ、再び藤岡議長が議事を進行することと
なり、松村会員が新しい会長に就任したことの
宣言がなされた。
　続いて議長は、その他の役員を選出するため
選考委員会を開催することとし、その間の小休
を宣した。
　議事が再開され、仁木利典選考委員長より選
考結果の発表があった。議長は承認について議
場に諮り、賛成多数により承認された。
　最後に松村会長から就任のあいさつがあっ
た。

　これをもってすべての議事を終了し、議長、副議
長から協力に対する謝辞があり降壇し、河野副会長
の「閉会の辞」をもって定時総会の全日程を終了し
た。なお、定期大会終了後に定時総会セレモニーが
開催され、来賓の方々よりご祝辞を賜り、盛会裡に
終了した。
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報 告

報告 新役員等について

　さる ５月17日開催の定時総会及び ６月 ３日開催の理事会において、新役員等が次のとおり決定しましたの
でお知らせします。

⃝会　　　長　　　　松村　和人

⃝副　会　長　　　　村上　正志　　河野　耕八郎　　北條　伊織　　笠城　佳子

⃝監　　　事　　　　丸山　満秋　　虹羅　美湖　　山本　真由美

⃝綱紀委員会　　　　委員長　　山田　和弘
　　　　　　　　　　副委員長　川口　　晃
　　　　　　　　　　委　員　　森　　和代　　増川　茂人　　髙部　博昭　　武内　良行
　　　　　　　　　　　　　　　長谷川豊司　　友兼　　仁

⃝選挙管理委員会　　委員長　　川﨑　　浩
　　　　　　　　　　副委員長　杉尾　元基
　　　　　　　　　　委　員　　黒松　克也　　花野　宝祥　　遠藤真紀子

事　業　部 担当副会長 部　　　長 副部長 部　　　員

総　務　部 村上　正志 岩佐　和宏 山田　哲矢 米澤　光洋 平尾　芳典 真田　　元

経　理　部 北條　伊織 北條　伊織 喜多　直樹

企　画　部 河野耕八郎 大西　伸一 米田　利彦 森　　和義 玉井百合子

広　報　部 村上　正志 楮本あゆみ 藤澤　健司 大原浩一朗

業務指導部 笠城　佳子 赤池　源史 中川　正彦 泉　　　純 久原　孝子

監　察　部 河野耕八郎 森江　大蔵 麻植　義樹 﨑水流　渡
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　令和 7 年 6 月19日（木）・20日（金）に東京都港区芝
公園 3 - 3 - 1 東京プリンスホテルにおいて令和 7 年
度日本行政書士会連合会定時総会が開催されました。
　総会に先立ち本年の総務大臣表彰の表彰状授与式
が、村上誠一郎総務大臣列席のもと午前10時より挙
行され31名の方々が受彰されました。
　午前10時45分より全国単位会から代議員定数263
名中250名の出席により開会されました。開会の言
葉に続き、会長の挨拶、来賓の祝辞、総会成立宣言、
議長・副議長の選任、議事録署名人の指名、議事運
営委員会の報告と続き、議案審議となりました。
　議場の垂れ幕「デジタル社会に機能する行政書士
法の改正」と掲げられているように、「行政書士法
の一部を改正する法律」（令和 7 年 6 月13日法律第
65号）が議員立法により成立し、 6 月13日に交付さ
れ、改正法は令和 8 年 1 月 1 日に施行されることと
なりました。その直後の総会開催となり、総務大臣、
常住豊連合会会長、来賓の方々からのご祝辞もお祝
いムードで和やかな開始となり、出席者全員に虎屋
の紅白饅頭が配られました。
　今回、議長は佐賀会の吉田修会員、副議長は福岡
会の田中雄一会員がそれぞれ選任され会の進行を務
めました。議案審議に入るにあたり、事前に提出さ
れた質問に対する執行部の回答一覧表が配られ、全
てを10分で確認するよう各代議員に求め、審議が始
まりました。議案については次のとおりです。

◦第 1号議案　令和 6年度事業計画
◦第 2号議案　令和 6年度決算報告
◦第 3号議案　日本行政書士会連合会会則の一部
改正（案）1
◦第 4号議案　日本行政書士会連合会会則の一部
改正（案）2
◦第 5号議案　日本行政書士会連合会会則の一部
改正（案）3
◦第 6号議案　令和 7年度事業計画（案）
◦第 7号議案　公益社団法人コスモス成年後見サ
ポートセンターへの寄付金支出について（案）
◦第 8号議案　令和 7年度予算（案）
◦第 9号議案　役員の改選

　各議案について、再質問や答弁等が行われ第 8 号
議案まで順調に審議がなされ可決承認されました。
　最後に第 9 議案役員の改選に入りました。役員の

改選について会長は選挙、その他の役員は選考によ
り選出する旨説明があり、内訳として副会長 6 名、
理事49名、監事 3 名を選出することとされました。
　選挙にあたり、選挙管理委員会委員長により、立
候補者は高尾明仁（大阪会）と宮本重則（東京会）
の 2 名である旨の報告があり、各候補者の所信表明
の後、役員選任規則第19条第 3 項の定めにより議場
閉鎖がなされ選挙後、委員会により集計の結果、高
尾会員54票、宮本会員208票　宮本重則会員が会長
として選出されたとの報告がありました。
　翌20日、同会場において新役員が選任されたこと
が発表され、名誉会長については、宮本会長より常
住豊元会長に委嘱することとし、承認されました。
　こうして 2 日間にわたる日本行政書士会連合会総
会は閉会され、午前 9 時30分に散会いたしました。
　その後、連絡事項として、日本行政書士連合会広
報部部長　相羽利子会員より　「行政書士青書」の
編纂の説明がありました。行政書士制度の施行から
75周年を間近に控える今、近年の我が国社会のおけ
る出来事とそれに対する行政書士の活動を記録する
ものとして、初めての発刊となります。

令和

7
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　本会会議室において理事会が開催され、次の議題
について審議が行われ可決されました。

と　き　令和 7 年 3 月24日（月）
　　　　　午後 1 時30分～ 3 時
ところ　本会会議室
1 ．令和 7年度定時総会議案書について
2．令和 6年度事業報告、令和 7年度事業計画案
について

3．令和 7年度予算案について
4．会則の一部改正案について
5．補助者規則の一部改正案について（継続審議
とした）

6．経理規程の一部改正案について
7．封印管理委員会運営細則の一部改正案について
8．上勝町との災害時における被災者支援に関す
る協定について

9．その他
総務大臣表彰について
長期会費滞納会員等の措置について
時季指定有給休暇による事務局閉局について
避難訓練について

と　き　令和 7 年 4 月17日（木）
　　　　　午後 1 時30分～ 3 時
ところ　本会会議室
1 ．令和 6年度決算の承認について
2．日行連定時総会代議員について
3．日行連理事の推薦について
4．令和 7年度行政書士試験実施に係る試験場責
任者について

5．その他

と　き　令和 ７ 年 ６ 月 ３ 日（火）
　　　　　午後 1 時30分～ 3 時
ところ　本会会議室
1 ．事業部担当の部長及び理事の選任について
2．令和 ７年度事業計画について
3．選挙管理委員の委嘱について
4．各委員の委嘱について
5．顧問弁護士の委嘱について
7．その他

　日行連会長選挙の推薦について
　行政書士試験協力事務に関する協定の締結に
ついて

■｢丁種封印業務等の講習会」
と　き　令和 7 年 2 月27日（木）
　　　　　午後 2 ：00 ～ 4 ：30
ところ　行政書士会館　会議室
講　師　封印管理委員長　中川正彦 先生

■新規入会者研修会
と　き　令和 7 年 ３ 月 6 日（木）
　　　　午後 １ ：30 ～ 3 ：30
ところ　行政書士会館　会議室
研修内容
　 １ ）会則、規則、報酬額等、その他について
　 ２ ）質疑応答、懇談
講　師　　松村 会長
　　　　　村上・河野・北條 副会長
　　　　　友兼 業務指導部長

業務研修会開催報告

理事会開催報告

報 告
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　本年度から企画部担当になりました大西伸一で
す。宜しくお願い致します。
　日頃は本会の事業運営についてご理解とご協力を
賜り厚く御礼申し上げます。
　早速ですが、本年度の定時総会にて本会会則の入
会金・会費等に関する規定の一部改正案を提案し、
会員の皆様方のご理解とご協力のもと､ 疑義が生じ
ることなく承認いただきました。
　次いで、徳島県に認可申請し、令和 ７ 年 ６ 月１７日
で認可となりましたことをご報告申し上げます。改
正の箇所、条文については右記の通りになります。
　改正の理由につきましては、平成 ４ 年度において
入会金 ７ 万円から１０万円に、平成１５年度には１５万円
に値上げをして現在に至っておりますが、この間、
通信費をはじめとした諸経費が高騰して約１０年間隔
での値上げの結果となりました。
　会員の皆様方には、引き続き、ご理解とご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。

第₄章　入会金及び会費
（入会金）
第1４条　本会に入会しようとする者は､ 別表第 １ に

定める額の入会金を納入しなければならない。
第１５条　（略）

別表第 １

入会金 ･ 会費等に関する規定

（入会金）
1 ．入会金は　個人会員　金２０万円とする。
　　　　　　　法人会員　金１５万円とする。

（会費の金額）
２ ．（略）

附　則
　この会則は、認可の日から施行する。
　ただし、別表第 １ の改正規定は令和 ８ 年 ４ 月 １
日から施行する。

　令和 ７ 年 ７ 月 ４ 日に徳島県警察本部を村上副会
長、森江監察部長と訪問し、非行政書士排除に関す
る協力要請を行いました。
　風俗営業等の申請に関して、現状説明を行い、代
理人の身分確認や委任状を行政書士専用とすること
に関する要望をしたところ、各警察署窓口等への注
意喚起プレートの設置に、ご協力をいただけること
となりました。

徳島県行政書士会会則の
一部改正について

徳島県警察本部訪問

報告者 企画部長 大 西 伸 一

報告者 広報部長 楮本 あゆみ

坂東警務部企画・サイバー警察局長と村上副会長
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新理事の挨拶

　この度、支部推薦として新たに理事に就任するこ
とになりました、徳島西部支部の米澤光洋と申しま
す。情報処理系の大学を卒業、工業系の一般企業で
約 ２ 年間サラリーマンを経験し、一念発起して行政
書士試験に合格しました。
　その後は、行政書士・司法書士・土地家屋調査士
兼業事務所での補助者経験を経て、平成23年に開業
しました。
　土地家屋調査士も兼業していることから、土地関

係の許認可を主に取り扱っていますが、いずれの業
務も一つとして簡単なものはなく、また自分が普段
から取り扱っている分野以外に関してはほとんど知
識もなく、常に緊張と勉強の連続で、行政書士業務
の大変さ・難しさを痛感しております。
　このように全く余裕のない状況ではありますが、
依頼人のために一生懸命に取り組むことだけは忘れ
ずに、日々真剣に業務に取り組むことで、知らず知
らずベテラン行政書士の風格が身についていくもの
と信じています。
　まだまだ若輩者で皆様にご迷惑をおかけすること
もあるかと思いますが、行政書士会会員の皆様の円
滑な業務遂行の一助になれば幸いです。何卒、ご指
導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

　この度、理事という重責を担うことになりまし
た、徳島南部支部の真田　元と申します。
　平素より、皆様には格別のご尽力、ご支援を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　さて、この度、会員の皆様のご推挙により、理事
という立場を拝命いたしました。身に余る光栄であ
ると同時に、その責任の重さを痛感しております。

　行政書士を取り巻く環境は、少子高齢化、デジタ
ル化の進展など、大きく変化しております。このよ
うな状況下において、会員の皆様がより一層活躍で
きるよう、 2 年という任期ではございますが、微力
ながら尽力していく所存です。
　具体的には、総務の全般的な活動や暴力団排除対
策に取り組み、会員の皆様の発展に貢献できるよ
う、精一杯努めてまいります。未熟な点も多々ござ
いますが、会員の皆様のご指導ご鞭撻を賜りますよ
う、何卒よろしくお願い申し上げます。
　皆様と共に、徳島県行政書士会をより一層発展さ
せていくために、共に力を合わせていきたいと考え
ておりますので、よろしくお願い申し上げます。

総務部
徳島西部支部

米澤光洋

総務部
徳島南部支部

真田　元

新理事の挨拶
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　この度、新しく理事に就任致しました美馬三好支
部の玉井百合子と申します。微力ではございます
が、会の発展と会員の皆様の業務環境向上のため
に、誠心誠意努めてまいる所存です。
　私は、行政書士として長年勤めてきた父のよう
に、依頼者に寄り添うことのできる行政書士になり
たいと思い、令和元年度に東京都行政書士会にて行
政書士登録を致しました。
　コロナ禍前の登録で、当時勤めていた入管専門の
行政書士法人を経て、開業に至りましたが、開業後

すぐコロナが拡大し、2020年東京オリンピックに向
けて着手していた民泊業務が激減しました。そこ
で、依頼者の力になれる業務をしたいと考え、各種
補助金申請業務をご提案し、コロナ禍におけるオン
ライン業務のサポートができたことは、私にとって
良い経験となりました。
　その後、単位会を変更し、慣れ親しんだ徳島県で、
農地転用や相続業務、契約書作成業務等に携わるこ
とができ、行政書士として地元に貢献できるという
大きな充実感があります。
　この度、理事に就任し企画部に席を置くことにな
りました。会員の皆様と協力して、徳島県行政書士
会の発展に少しでも尽力したいと思っておりますの
で、今後とも、あたたかいご指導・ご鞭撻を賜りま
すよう、よろしくお願い申し上げます。

　この度、理事に就任いたしました阿波・吉野川支
部の泉純と申します。
　私は平成25年に徳島県行政書士会に入会しました
が、なかなか会員の皆様と交流の機会もなく、繋が
りも少なかったので、今回業務指導部に在籍する機

会をいただけたことに感謝しています。
　業務指導部は主に業務研修を担っており、本年に
おいても、行政書士業務の基盤となる業務等の研修
を行い、会員の皆様から多数参加していただけるよ
うな研修を行えたらと思っています。私自身、これ
までさまざまな専門分野の研修を受けることがで
き、業務を遂行する上で大変力となりました。
　行政書士会の業務については、まだまだ不慣れな
事も多いですが、微力ながら精一杯努力いたします
ので、ご指導、ご鞭撻のほどどうぞよろしくお願い
いたします。

　この度、新しく行政書士会理事に就任いたしまし
た米田と申します。
　私は、行政書士の仕事をする事の責任の重さを実
感し、自分の力不足、勉強不足を痛感する毎日であ
ります。ですが、一般の方々からは、困りごとをす

べて解決できる総合的な専門家として接していただ
き、仕事をしています。
　特に、相続手続きや遺言作成の支援では、単なる
書類作成ではなく、一人ひとりの人生や事業、暮ら
しの一部を支える役割を担っていると少しは自負す
るようになりました。
　改めまして、徳島県行政書士会の理事という重責
を担うことになり、身の引き締まる思いでありま
す。今後、会員の皆様のお役に立てるよう、精一杯
努力してまいる所存です。皆様のご指導、ご協力を
賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

企画部
美馬三好支部

玉井百合子

業務指導部
阿波・吉野川支部

泉　　純

企画部
鳴門・板野支部

米田利彦
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日　　時：令和 ７ 年 ２ 月 ７ 日（金）10：30 ～ 12：00
開催形態：オンライン会議
内　　容：職務上請求書の管理体制等に関する意見

交換

　各単位会からの主な報告内容を以下に紹介させて
いただきます。

〇　例年通り、担当者がマニュアルに則して確認を
行っておりますが、疑義があった場合は、責任者
から会員に対し聞き取りをしたり資料提出を求め
たり対応をしております。内容によっては、顛末
書等を提出させて疑義案件の再発防止を図るよう
対処しています。昨年に比べて、会員の意識も変
化してきたように感じます。

〇　職務上請求書の払い出しにおける確認作業が定
着しつつあり、使用頻度が高い会員に関しては、
記載の不備は減少している。しかし、使用頻度の
低い会員の中には不記載などが多く、取扱説明書
の確認をお願いしても効果がない場合がある。も
う少し簡単な重要部分を抜粋した取扱説明書の作
成をお願いはできないでしょうか？

〇　毎月 ２ 回、総務部員による使用済み控え綴りの

確認作業を行っている。Ａ～Ｄ判定でランク付け
し、Ｄ判定は会員指導としている。単位会で職務
上請求書使用の手引きを発刊して以降、Ｄ判定該
当の会員が大きく減少した。また、年に数回ほど
人権団体との協議の場があり、随時当会会員の使
用状況について意見交換し、行政書士の職務上請
求についてご理解いただいている。

〇　毎月 １ 回、職務上請求書管理委員会として職務
上請求書の使い方が適正かどうか、使用済み控え
綴りのチェックをしています。委員会は、各業務
部を代表して １ 名、総務部と担当副会長の計 ８ 名
で構成されています。チェックの内容は、連合会
発行の手引きを参考にしています。払出可、注意
文付き払出、質問書送付、呼び出しをして対面指
導の ４ 段階に結果を区分しています。

〇　会長、副会長 ４ 名、その他理事 ３ 名の計 ８ 名の
うち月 ２ 回、 ２ 名体制で確認を行います。不明、
不審点は電話で確認し、問題がなければ払い出し
ます。場合により会長が面談を行い払い出してい
ます。注意した事項などは、申し送り書に記載し
保管しています。

　徳島会におきましては、月 ２ 回、総務部員が控え
綴りの確認作業をして、必要な場合には、会員に対
して指摘もしくは指導をさせていただいておりま
す。
　以上、ご報告申し上げます。

　令和 ７ 年 ２ 月12日（水）にZoomで参加しました。

１ ．広報誌の発刊状況について
　各単位会の発刊状況は、毎月発刊、 ２ か月に １
回発刊など、発刊回数が多い単位会もあり、それ
らの単位会では、経費削減のためのデジタル化を
進めているところがあるものの、どうしても紙の
広報誌を会員から要求されるケースがあり、デジ

タル化は簡単ではない印象を受けました。
　また、広報誌を一般向け（金融機関や官庁など）
と会員向けに分けてそれぞれ発刊している単位会
も複数あるとのことでした。

２ ．広報グッズについて
　多くの単位会が配布用の広報グッズ（カレン
ダー、ボールペン、団扇など）を制作していると
のこと。徳島会でも検討する価値があるのではな
いかと感じました。

３ ．その他公報活動に関する要望等について
　SNSの活用、テレビ、ラジオ、新聞等の広報活
動について、意見交換を行いました。

報 告

日行連職務上請求書関係事務
取扱責任者会議のご報告

日行連全国広報担当者会議報告

報告者 理事 森　 和義

報告者 広報部長 楮本 あゆみ
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　本年 ２ 月18日に、日本行政書士会連合会の許認可
業務部主催の意見交換会に参加してまいりました。
これは、令和 ５ 年の農地法・農業経営基盤強化促進
法改正により、各地域の農業委員会中立委員の重要
性が高まる中で今後どのような活動ができるか、と
いう内容です。今回、連合会は行政書士が農業従事
者に寄り添いながら支援を行うとともに、そのこと
を社会へ周知していくこと、そして農業支援業務を
確立・強化していくことを主な目的とした農業経営
支援プロジェクトチームを立ち上げて意見交換会を
開催したものであります。
　今回の意見交換会は、全国 ８ 箇所の農業委員会所
属の行政書士中立委員・農林水産省経営局・同省農
村計画課・一般社団法人全国農業会議所・日本行政
書士会連合会の方々が参加されました。
　意見交換会の中で議題に上がった ４ つの点です。
まず一つは、中立委員としての業務や活動内容で
す。行政書士として農業委員会総会の中で議案に関
係する法律の適用をわかりやすく説明することや、
農地転用での現地調査に関して隣地関係の影響や法

律的問題の有無について検討することに尽力する意
見がありました。また、農業委員会で率先して勉強
会を行うように努め、他の農業委員の相談に積極的
に対応していることも明らかになりました。
　 2 番目の議題は、地域計画の策定です。令和 ７ 年
より農地における地域計画がスタートしました。地
域計画の目的は、地域の農業を将来へ継続させてい
くために、地域住民や関係機関が話し合い、地域の
農業の将来像を明確にし、具体的な行動計画を立て
ることです。その地域計画に中立委員として深く関
与しました。住民説明会で話を聞きアンケート結果
をまとめて、今後 ５ 年後から10年後にかけて、農地
をどのように活用していくか検討しましたが、どの
地域においても農業後継者が少ないことが問題であ
り、担い手と認定農業者をいかに増やすかをいうこ
とが大きな課題となります。
　 ３ 番目の議題は、太陽光発電設備設置に係る農地
転用についてです。太陽光発電の農地転用申請の数
が減少する一方、営農型太陽光（太陽光の下部で耕
作可能とする農地転用）が割合を増やしている報告
がありました。
　 ４ 番目の議題は外国人の農地取得についてです。
現状として各地で外国人の農地取得が散見されてい
ます。農業に積極的に従事し地域社会に協力的な方
であれば、農業の拡大として非常に喜ばしいことで
す。最後に、交換会で、農業分野における行政書士
の役割が益々期待されていることを確信しました。

　令和 ７ 年 ２ 月19日（木）建設業務全国担当者会議
がZOOMで開催され、当会から私大原が参加しま
した。内容はというと「 １ ．行政書士職印押印と真
正性について─判例から考える─」、「 ２ ．行政書士
の真正性への関与について─処分事例から考える
─」について、それぞれ概要説明及び意見交換を行
いました。
　 １ ．については、平成 ６ 年11月30日神戸地裁判例
と平成 ７ 年10月11日大阪高裁判例に基づくもので、
大臣許可申請において建設業許可申請書に申請者の
押印が無く、代理人行政書士の職印のみが押印され
ていたため、添付書類中に重要な事実の記載が欠け
ているときに該当するものとされ不許可になったと
いうものです。審査中に補正の連絡があったが、兵
庫県では問題なく処理されていたので、大臣許可も
問題ないと思いそのままにしていたようです。この
ときに対応していれば特に問題なかった案件ではあ
ると思いますが、許可申請書類に押印が廃止されて
いなかったときは私も、行政書士の職印で申請や補
正が出来れば良いのにと思ったことはあります。事

前のアンケートでも山梨会と兵庫会以外は認められ
ていませんでした。
　 ２ ．については、国交省のネガティブ情報等検索
サイトより抜粋された処分案件を参考にして行われ
ました。処分については、依頼者からの許可申請の
依頼を行政書士が事実と異なる工事、請負金額等虚
偽の内容を認識しないまま許可申請書を提出させた
というものです。これらは建設会社への処分であり
ますが、事前アンケートでは虚偽作成の疑義につい
て、都道府県から苦情や照会があった単位会もいく
つかありました。許可通知書や受理印の偽造等疑義
をかけられて当然なものもありますが、実務経験証
明書や工事経歴書の金額は、契約書の写し等があれ
ば、申請者を信用せざるを得ない面もあると思いま
す。
　こういったことから自身を守るため、今年の ４ 月
に日行連HPから設業許可申請用の誓約書がダウン
ロードできるようになりました。神奈川や愛知の先
生で独自の誓約書を作成し業務に当たっていた方も
いらっしゃいました。その話を聞き、正直そこまで
する必要はあるのかとも思いましたが、処分の事例
もあるし、虚偽申請の関係者にならないような自己
防衛はやはり必要であると思います。内容を変更す
れば、建設業許可申請以外にも使用できると思うの
で、建設業関連の仕事をされていない先生方も一度
確認されることをお勧めします。

日行連農業委員会中立委員
行政書士意見交換会

日行連建設業務全国担当者会議

報告者 副会長 河野 耕八郎

報告者 理事 大原 浩一朗
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■日時　令和 7 年 7 月11日（金）
　　　　午後 2 時半から午後 5 時
■場所　ネストホテル松山（松山市二番町 1 － 7 － 1 ）
１ ．開会の言葉　香川会会長　岡田清之様
２ ．会長挨拶　四国地方協議会会長　木原健二郎様
３ ．出席者　　徳島会からは、松村和人会長、村上

正志副会長、河野耕八郎副会長、笠城佳子副会長、
森江大蔵監察部長が参加させて頂きました。
４ ．会議資料説明及び日程説明
５．議案審議
　議長には、当番会である愛媛会の木原会長が就任
されました。
第 1号議案　令和 6年度事業報告について
〇令和 6 年度第一回IT研修会（共催）生成AIと

行政書士の共存について
　　令和 6 年 7 月 5 日（金）オンライン研修

〇令和 6 年度日本行政書士会連合会四国地方協議
会定時総会　

　　令和 6 年 7 月12日（金）
　　サウスリーブスホテル・高知県高知市
　〇デジタル推進本部との意見交換会
　　令和 6 年 8 月 2 日（金）坂の上の雲ミュージアム
　〇行政書士法関連研修会
　　令和 6 年 8 月23日（金）
　　しこちゅ～ホール　愛媛県四国中央市
　〇令和 6 年度日行連と四国地方協議会との連絡会
　　令和 6 年11月 1 日（金）ネストホテル松山
　　異議なく原案通り承認可決されました。
第 2号議案　令和 6年度収支決算報告（監査報
告）について

　　異議なく、原案通り承認可決されました。
　第 3号議案　令和 7年度事業計画（案）について
　　日行連と四地協との連絡会開催について
　　令和 7 年10月31日（金）
　　マリンパレス　香川県高松市　その他
　　異議なく原案通り可決承認されました。
　第 4号議案　令和 7年度収支予算（案）について
　　異議なく原案通り、承認可決されました。
　第 5号議案　単位会からの提出議題について

　その他、香川の岡田会長より、入会金の値上げ
について相談がありました。インフレに伴う、物
価高騰の昨今の時世や、他の単位会の動向をみて
も、入会金を20万円に値上げすることは、やむを
得ないとの回答が異口同音になされました。

　第 6号議案　役員改選について
　会長　　香川会会長
　副会長　徳島会、高知会、愛媛会の会長
　監事　　香川会、高知会の副会長より 1 名ずつ選出
　　　　　香川会　副会長　森和夫
　　　　　高知会　副会長　松本航二
　第 7号議案　その他

〇日本行政書士会連合会四国地方協議会の会則の
一部が原案通り改正されました。

〇香川会の岡田会長より、市町と締結した災害時協
力協定を合意解除したというお話がありました。

　　災害時協力協定を合意解除された趣旨として
は、受益者負担の原則に鑑みると、各市町に
は、災害時に行政書士からの協力を仰ぐのであ
れば、応分の負担をして頂きたいということで
した。それに対して、高知会の田岡会長からは、
災害時には、先ずはボランティアで動いてお金
は後から請求するべきではないかとの意見が出
され対照的でした。

　　徳島会の松村会長からは、能登の震災に於い
ては日行連から比較的手厚く補助が出ているが、
東南海大震災発生時は、被災地域はかなり広域
になる可能性があるから、日行連の補助は期待
できないのではないかとの意見が出されました。

　　私個人の意見としては、我々、行政書士の社
会的存在意義に鑑みて、災害時に①ボランティ
アで出来ること、ボランティアでするべきこと
と、②業務としてするべきことの線引きを行い、
後者に関しては、受益者である各市町からキチ
ンと報酬を頂くことが、災害援助の持続可能性
の観点からも重要ではないかと感じました。

〇香川会と、愛媛会の会長が交代したことや、香
川会は理事の数を大幅に減らしたことなどが話
題に上りました。

６ ．閉会のことば　高知会会長　田岡崇様
　会議終了後は、同ホテルで懇親会が開催されまし
た。松村和人徳島会会長が開会のことばを述べら
れ、和気あいあいとした雰囲気の中で懇親会が開催
されました。
　懇親会の二次会は、近くのダイニングバーで執り
行われ、四国は一つみたいな雰囲気になりました。
段取り頂きました愛媛会の皆様にはこの場をお借り
して、御礼を申し上げたいと思います。
　以上、謹んでご報告させていただきます。

報 告
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■徳島中央支部　支部長 満村哲司
　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げま
す。
　令和 7 年 4 月25日、ホテルパークウエストンにて
徳島中央支部総会が開催されました。
　令和 6 年度事業報告承認、令和 6 年度収支決算報
告及び監査報告承認、令和 7 年度事業計画案承認、
令和 7 年度収支予算案承認の各号議案につき、19名
の会員様に御出席頂き、全て満場一致で可決されま
した。ありがとうございました。
　また、今年は役員改選の年であり、選任により、
私が支部長という重責を担う事になりました。
　諸先輩方が築いてこられた実績に敬意と謝意を表
しながら、よりよき伝統を受け継いでいきたいと思
います。
　支部長としての業務はこれから一つ一つ、都度確
認を取りながら、確実に覚えていく所存です。
　また、支部運営にあたりましては、引き続き懇親
会等での会員間の交流を図るとともに、要望等多け
れば、他の交流や研修等も検討していきたいと思い
ます。何かあれば、お気軽にお申し付けください。
　若輩者ではございますが、精一杯職務を全うする
所存です。
　今後とも会員の皆様のご指導、ご鞭撻、ご理解と
ご協力を宜しくお願い致します。

■徳島西部支部　支部長 仁木利典
　去る ４ 月26日（土）ザ・グランドパレス徳島にて
支部総会および懇親会を開催し、本会からは北條副
会長にお越しいただきました。
　昨年決議された通り、支部内の連絡方法を従来の
郵便主体からメール主体に改めた初めての総会でし
たが、支部会員の皆様のご協力のおかげで大きなト
ラブルもなく、無事に終えることができました。改
めて御礼申し上げます。
　その他の支部活動といたしましては、例年通り10
月の広報月間に合わせて、官公署等にポスター・チ

ラシを配布し、佐古・加茂・神山で無料相談会を開
催、その後に懇親会を執り行いました。無料相談会
にお越しいただく相談者が年々減少しているところ
であり、広報活動への取り組みが今後の課題である
と考えております。
　当支部におきましては、毎年数名の先生が引退・
転出、数名の先生が加入・転入され、ここ数年はほ
ぼ一定の会員数を保っております。無料相談会や支
部総会といった支部活動に、新しい先生方がご参加
いただけておりますことは、支部活動の継続のため
にとても心強く、今後ともご協力のほどよろしくお
願いしたく存じます。

■徳島南部支部　支部長 川 﨑　浩

　徳島南部支部は阿南、小松島の ２ 市と勝浦、那賀、
海部の 3 郡に事務所を有する会員で組織され、令和
7 年 6 月現在57名の会員がおられます。
　私が支部長に選任された令和 ３ 年 ４ 月の支部総会
開催時点も会員数は57名でした。偶然にも 4 年以上
が経過した今もまったく同じ会員数が維持されてい
るのですが、毎年概ね 3 名くらいの方が退会され、
入れ替わりに 3 名くらいの新たな会員が入会される
というパターンが続いています。
　しかし、支部役員のメンバーは、その間ほとんど
変わっていません。役員を引き受けてくださってい
る先輩会員の皆さんの「やる人がおらんのやったら
やったげるわ」というお言葉に甘えて、引き続きお
願いしているのが現状です。でも、ひょっとすると
新たに入会された会員には、いや、以前からおられ
る会員の中にも、「私ならこうするのに」という思
いを抱きながら支部運営を見ている方がおられるか
も知れません。
　今シーズンは徳島南部支部の発展のため、支部長
役も含めた役員について、新たな人材の抜擢という
ことを念頭に置いておこうと思っております。

支部だより
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支部だより

■鳴門・板野支部　支部長 谷　 重 幸
　行政書士会の先生方、各方面でご活躍されておら
れることとお慶び申し上げます。
　ロシアのウクライナ侵攻も鎮まる気配もなく、イ
スラエルによるガザへの執拗な攻撃、アメリカをも
巻き込んだイラン核施設への破壊など各地で起こっ
ている紛争は、いまだ平和への入り口が見えており
ません。
　また、トランプ大統領による関税問題など日本を
取り巻く環境は厳しい限りです。
　そうした中、関西万博は活況を帯びています。
　さて、鳴門・板野支部では、去る 4 月25日に鳴門
市役所で支部総会を開き、各議案に満場一致で承認
を得たところであります。
　今年度も10月に無料相談会を各地域で開催するこ
ととしています。毎年、無料相談会には、相続・遺
言、農地関係など様々な相談に来られ幅広い活動が
できています。
　支部役員の改選もあり、新メンバーで支部活動を
行っていきたいと考えています。
　今回は、初めて総会記念品を配布いたしました。
東南海・南海トラフ地震が懸念される中、東京に本
社があるエクセルシアの携帯トイレ「ほっトイレ」
はNHKでも放映されるなど、優れものですので出
席者に配布いたしました。
　能登半島地震の際も、トイレに一番困ったと言う
報道をよく聞きました、いざ発災となった時の意識
づけも兼ねた記念品としました。
　本年の研修会もテーマを絞り、各方面で行政書士
としての活躍の場を広げられる研修会を企画し進め
て参りたいと考えております。

■阿波・吉野川支部　支部長 吉本健二
　日頃は、徳島県行政書士会会員の皆様方には、阿
波・吉野川支部活動に対しまして、ご指導、ご支援、
ご協力を頂いていますことに対しまして、心よりお
礼を申し上げます。
　阿波・吉野川支部活動として、支部総会を令和 7
年 ４ 月20日（日）土成町御所の郷温泉で行いました。
　総会には、徳島県行政書士会から、松村会長のご
出席を頂き、ご挨拶と特別講演をして頂き、行政書
士会の現状と今後についての話をして頂きました。
　総会は、黒田先生の司会、伊月先生の開会、吉本

支部長挨拶、議長に桒原先生を選出して行いまし
た。
　議案として、 １ 号議案から 6 号議案を提案し全議
案の承認を頂きました。役員改選（敬称略）につい
ては、支部役員として、支部長・吉本健二、副支部
長・池田正人、黒田康志、会計・阿部芳浩、監事・
伊月学、田村一仁、徳島県行政書士会役員（支部推
薦）として、理事・大西伸一、政治連盟幹事・泉純、
監察委員・平尾登、以上のとおり、改選しました。
よろしくお願いします。
　研修会として、徳島県行政書士会・松村会長先生
の特別講演（行政書士会の現状と今後について）、
阿波・吉野川支部支部長　吉本健二・宅地建物の取
引について　以上の研修を行いました。今後ともよ
ろしくお願いいたします。

■美馬三好支部　支部長 藤岡正美
　去る令和 7 年 ４ 月25日、三好市池田町の“山あい”
にて令和 ６ 年度の徳島県行政書士会美馬三好支部総
会を開催いたしました。支部会員数（令和 ７ 年 ４ 月
１ 日現在）33名のところ、出席者14名、委任状14名、
計28名となり、お陰様で支部総会は有効に成立する
ことができました。
　議案審議等につきましては出席者の皆様より、全
ての議案に対し、満場一致で承認いただきました。
また、活発な意見も数多く出されました。
　一つには、すでに廃業した会員が、民間業者運営
の仕業紹介サイト等に名前が残っているケースがあ
り、懸念すべき行為に繋がる可能性もあるため、徳
島県行政書士会に報告してはどうかという提案や、
また、支部会費の活用については、支部主催の講習
会を行ってはどうか、ズームを利用する案等も出さ
れました。
　その他、農業関連の補助金、交付金等の申請に行
政書士の関与が期待されているとの情報も伺え、県
西部の地域性を踏まえると農業関連に行政書士が係
わることは推進すべきことで、今後講習会、勉強会
等を積極的に考えていきたいとの意見も交わされま
した。今年度、皆様と協議しながらこれらの貴重な
提案、意見を実践していければと思っております。
どうぞ皆様ご協力のほど、よろしくお願いいたしま
す。
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　当初、開業は意図しておらず宅建士から行政書士
と資格取得で社労士若しくは司法書士の通過点と考
えていました。その際、父に連絡すると「幼少期に
離婚して勇記と由美（妹）には迷惑をかけた、開業

費を出させてくれないか。家と部屋も事務所に使っ
てくれて大丈夫」という温かい申し出を頂き、合格
から 2 年近くを経て開業（入会）に至りました。
　建設業許可申請を主軸に考えています。長らく建
設業の業界新聞記者を務めてまいりましたので馴染
みがあり、育てて頂いた建設業界に恩返しをしたい
と考えています。
　憲法で修士号を取得し大学院修了後、業界紙で新
聞記者を経て士業開業となります。右も左も分かり
ませんが、諸先輩の皆様にはご指導ご鞭撻の程何卒
宜しくお願い致します。

清原 勇記

入会日／令和 7年 2月15日

徳島南部支部

入会の動機：私は、約 6 年間、外国人をサポートす
る協同組合で働いた後、2024年度の行政書士試験を
受験し合格することができました。合格後は自分の
ビジネスを始めて、学んだ法律知識を活用して、よ
り多くの外国人を支援したいと思っています。

取扱業務：外国人のビザの取次申請

自己PR：私は中国語と日本語両方の対応ができま
す。協同組合で働いたことがあります。これまでに
外国人のビザ申請書類作成の業務を200件以上担当
して、契約書や申請書類の作成業務に携わり、法的
書類作成の重要性を実感しています。この経験を活
かし、正確で迅速な書類作成を通してお客様により
良いサービスを提供したいと考えております。

趣味・特技：旅行、料理、餃子を作るのが得意

HAO YANXIA（カク エンカ）

入会日／令和 7年 4月 2日

阿波・吉野川支部

新入会員の紹介

入会の動機：これまでの事務経験を生かし、行政書
士の幅広い業務に取り組みたいと思い入会させてい

ただきました。

取扱業務：遺言 ･ 相続 ･ 遺産分割、環境 ･ 産業廃棄物

趣味：DIY・ガーデニング
　ものづくりと、土や植物などの自然に触れる時間
が日々の癒しとなっています。
　新しいことにも挑戦し、丁寧かつ迅速な対応を心
がけてまいります。よろしくお願いいたします。

宗重 千賀子

入会日／令和 7年 4月15日

鳴門・板野支部
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新入会員の紹介

入会の動機：これまで社会福祉士・介護支援専門員
として、医療・介護・障がい分野で個別の支援に携
わってきました。支援の現場では、生活課題や法制
度が複雑に絡み合うケースも多く、福祉の知識だけ
では十分に対応しきれない場面が少なくありません
でした。そのような経験を通じて、より包括的な支
援を行うためには、法的な知識と手続き支援のスキ

ルが必要と感じ、行政書士資格の取得を志しまし
た。
　今後は、これまで培ってきた福祉の視点を生かし
ながら、制度の狭間で困っている方々に寄り添える
行政書士として活動していきたいと考えています。

取扱業務：遺言・相続関係、成年後見、国際業務、
建設業許可他各種許可申請等

自己PR：現役ケアマネジャーとして介護保険制度
に係る施設選びや費用、居宅サービスなどに関する
相談に応じられます。障害福祉サービスについても
相談支援専門員とのパイプを活かし複雑なサービス
についても相談、提案することが可能です。

清水 智子

入会日／令和 7年 5月 1日

徳島中央支部

入会の動機：相続の仕事をする上で不可欠だと思っ
たから。

取扱業務：相続・遺言、任意後見、墓地改葬許可申請

自己PR：「相続の困った」を気軽に相談できる敷居
の低い事務所です。

趣味・特技：クラリネット

仁木 陽子

入会日／令和 7年 5月15日

徳島中央支部

　令和 ７ 年 ３ 月に徳島県庁を定年退職し、 ６ 月に登
録いたしました阿波・吉野川支部の鈴田芳宏です。
地元阿波市の防災士会をはじめ、市場町に伝わるや
ねこじきなどの地域活動や趣味の音楽を通じた交流
に励んでおります。
　地域と行政が協働するまちづくりに貢献したく入
会いたしました。
　ご指導のほどよろしくお願いいたします。

鈴田 芳宏

入会日／令和 7年 6月 1日

阿波・吉野川支部
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入会の動機：私は、大学卒業より30才過ぎまで環境
化学を専門に企業研究員として働きましたが、一気
に方向転換し、土地家屋調査士と行政書士を取得し
ました。
　現在は土地家屋調査士として働いており、行政書
士と合わせてワンストップサービスを展開できると
思っています。
　幅広い業務範囲を持つ行政書士に今回、登録させ

て頂き、私の今までのキャリアとのシナジー効果が
得られると思っています。

取扱業務：農地・土地開発、遺言・相続・遺産分
割、環境関連

自己PR：誠実な業務処理及び、迅速な問題解決が
モットーです。

趣味・特技：水泳、卓球、ランニング、自転車

木下 峻輔

入会日／令和 7年 7月 1日

徳島南部支部

　徳島西部支部に入会させていただきました川人広
平と申します。
　皆様どうぞよろしくお願いいたします。
　 3 人娘の父親です。趣味はゴルフです。
　お酒は最近弱くなりましたが、割と何でも飲めま
す。特に、焼酎・ウイスキーは好きです。
　若輩者ですが、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願
いいたします。

川人 広平

入会日／令和 7年 7月 1日

徳島西部支部

入会の動機：客満足度向上及び業務範囲拡大のため

取扱業務：法人設立・運営支援、中小企業支援、医
療関係許認可申請、相続他

自己PR：医療関係の知識・経験を活用していきた
いと思います。

趣味・特技：キャンプ、
　　　　　　極真空手

大久保 宏二

入会日／令和 7年 7月 1日

徳島中央支部
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　今年の夏は梅雨明けが早く、 6 月中旬頃からジワ
ジワと太陽光が肌に刺さるような感じとなりまし
た。この太陽と対峙するのに皆様はどのような工夫
をされているのでしょう。私は全くお手上げです。
ひたすら涼しいところを探して逃避しております。
近時の気候がやはりおかしいと思うこの頃です。
　さて、高齢者等にとって厳しい夏の気候の変化
が、生活部面においてどのような影響をもたらして
いるのかは報道等で知るくらいの情報収集しか出来
ておりません。コスモス成年後見サポートセンター
徳島県支部の会員で被後見人として日々活動されて
いる方の中で、後見人としての業務に追われている
方もいらっしゃいます。被後見人の日常的行動や発
言には想定できない事があります。そのような行動
や発言に対して、どう対処することが必要かを考え
ながら対処することの難しさは、経験してわかるこ
とがたくさんあります。後見人はそのような場にお
いても自身の判断により対処せざるを得ないことが
あり、難しい選択を迫られることがあります。家裁
からの依頼案件であれば、担当書記官と相談して対
応することができますが、結果的には後見人の判断

で処理すべきものとなることが多々あります。
　このような状況をどういった結果が被後見人に
とって最良の対応となるのかを後見人自身が判断す
るということは、後見人にとってある意味別の経験
値を高めることができると考えることができると思
います。
　行政書士が専門職後見人としての地位を後見制度
の中で示していくことができるのは、先の説明にあ
りますように、経験を積むことも大切であると思わ
れます。行政書士の許認可業務もそうであります
が、業務を理解するには経験と知識が欠かせないと
思います。
　コスモス会員で無い方に、いつもの入会案内をさ
せて頂きます。コスモス入会前研修については、Ｖ
ＯＤ方式が取り入れられております。常時受講機会
が得られるようになりました。入会後においても研
修を毎年実施し、ポイント制度を利用したものと
なっております。コスモス会員となり、後見制度を
理解することにより、これからの高齢社会に向けた
知識を習得し、実務的対応力を備えていきません
か。

なつだより

や ま び こ　　　　　　　徳島県行政書士政治連盟 PR

報 告　新役員について

　さる ５ 月17日開催の定期大会及び、 ６ 月 ３ 日開催
の幹事会において、新役員が次のとおり決定しまし
たのでお知らせします。

⃝会　長　　　松村　和人
⃝副会長　　　中川　正彦　　北條　伊織
⃝幹事長　　　村上　正志
⃝副幹事長　　山口　裕史

⃝会計監査　　大原浩一朗　　喜多　直樹

委 員 会 名 委 員 長 委　　員

総 務 委 員 会 陶久　晃一 泉　　　純

広 報 委 員 会 仁木　利典

政 策 委 員 会 藤岡　正美 笠城　佳子

官公署対策委員会 森江　大蔵
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　令和 ７ 年 ６ 月20日（金）午前10時より東京都港区
芝公園の東京プリンスホテルに於きまして、第45回
日本行政書士政治連盟定期大会が開催されました。
　開会のことばに続き井口会長の挨拶がありまし
た。その後、大会成立宣言がされ本定期大会は有効
に成立した旨司会者から報告されました。続きまし
て、議長及び副議長の選任に続き、議事録署名人が
司会者から指名がされ、署名人の承諾がありまし
た。その後議事運営委員会委員長から議事運営報告
がされた後、議案審議に入りました。
第 １号議案　令和 ６ 年度事業報告について
第 ２号議案　令和 ６ 年度決算報告について（監査

報告）
第 ３号議案　鹿児島県支部の決定及び日本行政書

士政治連盟規約第 ５ 条第 ２ 項の特例
を定める規則の廃止について

第 ４号議案　令和 ６ 年度運動方針（案）について
第 ５号議案　令和 ６ 年度収支予算（案）について
第 ６号議案　役員の選任について

　第 １ 号機案及び第 ２ 号議案は一括審議に入り、
質問が無かったので、決議について議場に諮った
ところ異議無しとの声によ
り可決確定しました。
　第 ３ 号機案については、
再質問が無かったので、決
議について議場に諮ったと
ころ異議無しとの声により
可決確定しました。
　第 ４ 号機案について質問
書が ３ 部がありましたが、
再質問が １ 名ありました。
再質問に対する執行部答弁
が終り審議の結果、賛成多
数により可決確定となりま
した。

　第 ５ 号議案について、再質問が無かったので、
決議について議場に諮ったところ異議無しとの声
により可決確定しました。
　第 ６ 号議案について、役員改選に関する質問書
の提出はなく、役員改選となりました。昨年の役
員選任規則の改正により、会長は代議員による選
挙となる予定でしたが、会長立候補者が １ 名で
あったので、立候補をしていた前日本行政書士会
連合会会長の常住豊氏が、無投票で会長となりま
した。新会長からの就任の挨拶があり、前会長井
口氏からは、この度の退任に至るまでの法改正等
の経過や議員、役所との折衝など苦労したことを
伺うことが出来ました。たいへんお疲れ様でござ
いました。

　これをもちまして議案審議が全て終了しました。
　その後、議長及び副議長の退任挨拶の後、議事運
営委員会委員長からの挨拶があり、閉会のことばで
定期大会は終わりました。

　以上をもちまして、令和 ７ 年度日本行政書士政治
連盟定期大会の報告とさせて頂きます。

日本行政書士政治連盟

令和7年度 第45回定期大会報告
報告者 徳島県行政書士政治連盟 幹事長 村上　正志
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報 告

◆ ◆ ◆   政連事務局日誌   ◆ ◆ ◆

令和 7年 4月11日	 ・会計監査（於本会会議室）開催
　　　　 ４月17日	 ・幹事会（於本会会議室）開催
　　　　 ４月24 ～ 25日	 ・日政連幹事会（於東京）開催　松村会長出席
　　　　 5月17日	 ・令和 7年度定期大会（於ザグランドパレス）開催
　　　　 6月 3日	 ・幹事会（於本会会議室）開催
　　　　 6月20日	 ・日政連定期大会（於東京）開催　松村会長、村上幹事長出席
	 ・日政連幹事会（於東京）開催　松村会長出席

　令和 ７ 年 ５ 月17日（土）午後 ３ 時20分よりザ グ
ランドパレスにおいて、令和 ７ 年度徳島県行政書士
政治連盟定期大会が開催された。
　大会は泉幹事の司会により進められ、中川副会長
の「開会の辞」、松村会長のあいさつがあった。
　司会者から議長選出の方法について場内に諮った
ところ、司会者一任の声があったので、司会者は議
長に徳島西部支部　森和義氏、副議長に徳島南部支
部　岩佐和宏氏を指名し、両人はこれを受諾した。
　議長より構成員179名中、出席者は117名（うち委
任状80名）であり、構成員の過半数の出席があるの
で本定期大会が有効に成立している旨の報告があっ
た。
　議長から議事録署名人の選任方法について場内に
諮ったところ、議長一任の声があったので、議長は
２ 名を指名し両人はこれを受諾した。
　続いて議案審議に移り、次の議案について審議、
採決を行った。
第 １号議案　令和 ６年度活動経過報告について
第 ２号議案　令和 ６年度収支決算報告及び承認並
びに会計監査報告

　議案審議に入る前に議長は、第 １ 、第 ２ 号議案
は互いに関連があるので、一括審議としたい旨を
会場に諮り了承を得た。
　賛成多数により原案どおり可決承認された。
第 ３号議案　令和 ７年度運動方針案について
第 ４号議案　令和 ７年度収支予算案について
　議案審議に入る前に議長は、第 ３ 、 ４ 号議案は

互いに関連があるので、一括審議としたい旨を会
場に諮り了承を得た。
　賛成多数により原案どおり可決承認された。
第 ５号議案　役員の改選について
　議長から、慣例により行政書士会会長が政治連
盟の会長も兼ねる旨の説明があり、よって、松村
会長が政連の会長に就任したことを宣言し、松村
会長から新役員案の発表がなされた。議長は、発
表された役員案について採決を行い、賛成多数に
より提案どおり可決承認された。

　これをもって全ての議事を終了し、議長、副議長
より協力に対する謝辞があり降壇した。

　この後、北條副会長の「閉会の辞」をもって、令
和 ７ 年度徳島県行政書士政治連盟定期大会の全日程
を終了した。
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◆ 2月	 5 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
	 7 日・日行連職務上請求書関係事務取扱責任者会議（Zoom）開催　森部長　出席
	 12日・申請取次管理委員会（於本会会議室）開催
	 　　　日行連令和 6 年度全国広報担当者会議（Zoom）開催　楮本部長　出席
　　　　　17 ～ 18日・日行連権利擁護推進委員会（於東京）開催　松村会長　出席
	 18日・日行連農業委員会中立委員行政書士意見交換会（Zoom）開催　河野副会長　出席
	 19日・日行連建設業務全国担当者会議（Zoom）開催　大原理事　出席
	 　　　申請取次行政書士管理委員会責任者会議（中国・四国地方協議会）（於高松）開催
	 　　　松村会長　出席
	 21日・行政書士記念日　電話無料相談（於本会会議室）開設
	 27日・業務指導部実務研修会（於本会会議室）開催

◆ 3月	 3 日・部長会（於本会会議室）開催
	 5 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
	 6 日・新規入会者研修会（於本会会議室）開催
	 12日・選挙管理委員会（於本会会議室）開催
	 24日・理事会（於本会会議室）開催　避難訓練実施
	 25日・友好団体懇談会（於 ザ グランドパレス）開催　中原部長　出席
	 26日・企画部会（於本会会議室）開催

◆ 4月	 2 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
	 3 日・日行連権利擁護推進委員会（Zoom）開催　松村会長　出席
	 11日・決算監査（於本会会議室）開催
	 　　　選挙管理委員会（於本会会議室）開催
	 17日・理事会（於本会会議室）開催
	 20日・阿波・吉野川支部総会（於御所の郷温泉）開催
	 22日・徳島南部支部総会（於ホテル石松）開催
　　　　 23日～ 24日・日行連理事会（於東京）開催　松村会長　出席
	 25日・徳島中央支部総会（於パークウエストン）開催
	 　　　鳴門・板野支部総会（於鳴門市役所本庁舎）開催
	 　　　美馬三好支部総会（於山あい）開催
	 26日・徳島西部支部総会（於 ザ グランドパレス）開催

◆ 5月	 7 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
	 9 日・正副会長会（於本会会議室）開催
	 17日・令和 7 年度定時総会（於 ザ グランドパレス）開催
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◆ 6月	 3 日・理事会（於本会会議室）開催
	 4 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
　　　　　 ７ ～ ８ 日・日行連Tokyo Pride 2025（於東京）開催　松村会長　出席
	 12日・選挙管理委員会（於本会会議室）開催
	 　　　綱紀委員会（於本会会議室）開催
　　　　　19 ～ 20日・令和 7 年度日行連定時総会（於東京）開催　松村会長、村上・笠城副会長　出席
	 26日・広報部会（於本会会議室）開催

◆ 7月	 2 日・行政書士会無料相談所（於本会会議室）開設
	 9 日・日行連理事会（於東京）開催　松村会長　出席
	 11日・日行連四国地方協議会定時総会（於愛媛）開催
	 18日・業務指導部会（於本会会議室）開催
	 23日・広報部会（於本会会議室）開催
	 　　　災害WG令和 ７ 年度第 １ 回意見交換会（於徳島弁護士会館）開催　米田副部長　出席

会員の動静【 2月〜 7月】

行政書士法人ひとざい	 徳島西部支部	 R7. 2 . 10

近 藤 禮 子	 徳島中央支部	 R7. 3 . 31
多 田 沙 貴	 徳島中央支部	 R7. 3 . 31
神 戸 妙 子	 徳島南部支部	 R7. 3 . 31
重 田 正 人	 徳島南部支部	 R7. 3 . 31
大 塚 　 諭	 徳島南部支部	 R7. 3 . 31
山 﨑 裕 行	 徳島西部支部	 R7. 6 . 30
福谷美樹夫	 徳島南部支部	 R7. 7 . 3
濵 田 行 雄	 徳島中央支部	 R7. 7 . 22

法人届出

退　会

■新規登録
清 原 勇 記	 徳島南部支部	 R7. 2 . 15
HAO YANXIA	 阿波・吉野川支部	 R7. 4 . 2
宗重千賀子	 鳴門・板野支部	 R7. 4 . 15
清 水 智 子	 徳島中央支部	 R7. 5 . 1
仁 木 陽 子	 徳島中央支部	 R7. 5 . 15
鈴 田 芳 宏	 阿波・吉野川支部	 R7. 6 . 1
木 下 峻 輔	 徳島南部支部	 R7. 7 . 1
大久保宏二	 徳島中央支部	 R7. 7 . 1
川 人 広 平	 徳島西部支部	 R7. 7 . 1

入　会

訃報　徳島中央支部 濵田行雄会員、徳島南部支部 福谷美樹夫会員のご冥福をお祈りいたします。
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　行政書士とくしま２０２５夏号をお読みいただきありがとうございます。₆月２７日に四国地方の梅雨明

けが発表されました。過去最も早い梅雨明けだそうです。梅雨明けしたとたん連日の猛暑で、熱中症

警戒アラートも発表される日があり、季節が一か月先に進んだかのようです。日本だけでなくヨーロッ

パでも猛暑が続いているようで、空調設備が普及していないところでの気温３５℃超えなんて想像した

だけで汗だくになりますね。夏は花火やフェス、高校野球等屋外のイベントもたくさんあるので、万

全の熱中症予防対策をして臨まないといけません。大阪万博も人気パビリオンは入るまでにかなりの

時間を要するみたいなので行かれる方はお気を付けください。最近、男性が日傘を差しているのを見

かけるようになりました。私は、ゴルフをプレーしたり観戦に行ったりするのですが、日傘は使った

ことはありません。使用している人に聞くと疲れが大分違うみたいなので、今年の夏は使用してみよ

うかと思います。末尾になりましたが、今回原稿をいただいた皆様、広告をいただいた各社の皆様に

は心より感謝を申し上げます。

（広報部員　大原 浩一朗）
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「行政書士とくしま」の広告を募集しております

　　表紙写真／「童学寺　まけまけ風鈴まつり」　提供者／楮本 あゆみ 氏
　四国別格二十霊場第 ２番札所である童学寺は、徳島県石井町にあり、藤の名所として知られています。春から夏に
かけては、願い事を書いた約1５００個の風鈴が、回廊を彩ります。祭りの名は、阿波弁で「あふれるほどの」を意味す
る「まけまけ」と「負けん負けん」をかけて名付けられ、魔除けの道具とされる風鐸が由来の風鈴をつるし、「あふれ
るほどの風鈴で困難に負けない」という意味がこめられています。
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